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どこにもなかつたああしたものが動きはじめてゐるといふことは 

僕といふものが構成されつつあるからではないでせうか 

いくつかの点が発生してゐます 

点がしづかに動いてゐます 

線があちこちから飛んで来て 

点と線がもつれあつて動いてゐるのです 

それらの中には光のやうに色づいてゐるものもあります 

ふえつづけてゐます 

空気のやうなものもゆれ動きはじめました 

ああ 僕があまりにも存在について気にしてゐるからかもしれません 

かつて何ものもなかつたのに変化が現はれてゐるのです 

この分では やがて僕が構成されることでせう 

僕が存在することになるばかりではなく 

空気も出来ることでせう 

僕の目の前には僕ばかりではなくて 

庭なんかが出現するのではないだらうか 

囲みに囲まれた場所があり 中にはうなだれた二三本の木が生えてゐる 

風が吹くと木の葉がゆれて土ぼこりが舞ひあがる狭い庭なんかが 

出現することになるのではないだらうか 

僕が庭に行きたくてもその庭は僕のものではない 

まだ僕が自分が存在することを全く考へない遠い昔に 

そこで一人の人物が非常に強固な決意をしてしまつた囲みの中の庭は 

そこはまだ囲みといふ名前だけしかなかつた 

一人の人物が死んだあと時間がたつてから 

別のもう一人の人物が 

昔の人をしのんで自分も非常に強固な決意をしてしまつた 

囲みに囲まれてゐる同じ場所で 

そこだけがゼラチンのやうに重い空気にとざされてゐることに気づき 

そこが自分にとつて大切な囲みといふことから庭と名づけた狭い庭が 

あるひは僕の前に出現するのではないだらうか 

ものの動きがはげしいものとなりはじめました 

僕にとつてはすべてが荒々しいものです 

囲みに囲まれた狭い庭ばかりでなく 

うなだれた緑の木をゆれさせる風も立ちのぼる砂ほこりも 

昔の人の乗つてゐた馬の重なるひづめの音も彼等の苦渋の面輪も 

夜も三日月もいななきも 

現前のものとなりつつあるではありませんか 



僕といふものが構成されつつあるらしいのです 

ああ 僕には自分がどんな風に構成されるのかはわかりません 

何ものかが僕を強固な決意の人物にまで高めるといふのでせうか 

 


